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バイテク情報普及会セミナー
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食の安全に関するリスクコミュニケーション
～消費者の信頼を得るために、今、
食品業界に何が必要か～

東京大学名誉教授・食の信頼向上をめざす会会長
唐木英明

Hideaki.karaki@cao.go.jp
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１）「安全」と「安心」とは？

２）「食品不信」の時代？

３）誰が不信を作り出したのか？

４）原因が分れば対策はできる！

５）「神風」が時代を変える？
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安全と安心
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健康被害を防ぐ

大

健康被害
な し

KARAKI 2008モラル違反：不信・不安
産地・原材料・期限の偽装
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消費者の信頼を得るために必要な
コミュニケーション？

信頼を得る目的 ＝ 安心 ＝ 売り上げ対策

安心 ＝ 安全 ＋ 信頼

信頼を失う＝悪い評判＝規制違反・モラル違反・報道

信頼を得る＝良い評判（悪い評判を打ち消す）
＝宣伝広告・リスクコミュニケーション・報道

悪い評判 ＞＞ 良い評判
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１）「安全」と「安心」とは？

２）食品「不信」の時代？

３）誰が不信を作り出したのか？

４）原因が分れば対策はできる！

５）「神風」が時代を変える？

安全は健康対策・安心は売り上げ対策
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食品に対する不安 （食品安全委員会調査）
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「聴かれて出てくる不安」

・消費行動を決めたのは
安価（メリット）と不安（デメリット）の計算の結果

・商品ではなくアンケート用紙を前にしたときには
不安という「感情」ではなく、

不安情報を知っているという「知識」で答える

⇒ 消費者は必ずしも「強い不安」を感じてはいない

アンケートの信頼性を高めるには
精度が高い調査が必要
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リスク管理の主役の交代

地産地消・家庭調理の時代
・いい品は見れば分る！

・食品の安全を守るのは主婦の仕事
・売り手と買い手の緊張感のある信頼関係

化学物質・加工食品・輸入食品・外食の時代
・商品のブラックボックス化

・何が入っているのかよく分らない！
・食品の安全を守るのは事業者の義務
・消費者はリスクを負わされる立場
・当然、ゼロリスクを要求する
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偽装の2007年
・1月：不二家：消費期限偽装
・2月：ロイヤルホスト：食パンの消費期限を１日延長
・5月：日本ライス：産地偽装
・6月：ミートホープ：産地偽装
・8月：石屋製菓「白い恋人」：賞味期限偽装
・10月：赤福：賞味期限偽装
・10月：秋田県｢比内鶏」：産地偽装
・10月：船場吉兆：賞味期限偽装、産地偽装
・11月：博多明太子：賞味期限偽装
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ヒューリスティク heuristic

少ない努力で直感的に結論を求める方法

例）暗証番号を忘れた！

解決法１）順番にしらみつぶしに調べる（アルゴリズム：問題解決のための一連の規則
的な手続きのこと）

解決法２）誕生日などの手掛りを使って試行錯誤で調べる（ヒューリスティク）

→アルゴリズムを用いれば時間がかかるが、ほぼ必ず正解に到達する。

ヒューリスティクは短い時間で答えが出るが、まちがいも多い。

人間の情報処理能力には限界があり、特に重要な問題でない限り認知的節
約を行うので、多くの場合アルゴリズムよりヒューリスティクを用いる。

直感の7割は正しい

「このあたりだろう」と、パッと
見当で指すんですね。それ
がいい手で…。

Eureka! 
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本能の判断：ヒューリスティク

ほとんどの場合本能で判断し、行動する
・危険情報重視 ・利益情報重視
・安全情報無視 ・信頼する人に従う
・前例に従う ・迷ったら本能に従う

・結論は「白か、黒か」

これは進化の中で得た生き残り作戦

・危険情報と利益情報を無視したら死ぬ
・安全情報を無視しても実害はない
・経験者以外が自分で判断したら死ぬ

・理性的な判断（アルゴリズム）は時間がかかる
・本能的判断（ヒューリスティク）なら一瞬で対処できる
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２３万部！ (^-^) ５万部 (>_<)

情報のバイアス：メディアにも私たちにも原因が・・
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科学・技術の発達 ＝ 便利さ
＝自分の頭も身体も使わない

器具機械：故障や誤作動を許容
•乗り物 自分の足で歩かなくてもいい
•作業機械 単純労働や重労働をしなくてもいい
•電 卓 計算ができなくてもいい
•ワープロ 漢字が書けなくてもいい

表示：「単なる目安」を「厳格な基準」と誤解
•期限表示 腐敗・変敗を知らなくてもいい
•産地表示 国産なら安全性を確認しなくてもいい

表示やブランド＝安全・安心の代名詞＝
「正確さ」への期待＝偽装は「最大の犯罪」と感じる
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佐藤卓巳
上杉 隆

意見をもつ
輿論（よろん）
ジャーナリズム

空気で動く
世論（せろん）
ニュース記事

論理・科学
アルゴリズム

感情・直感
ヒューリスティク

現実論
実質安全

理想論
絶対安全

社会性・利他的
建前

自己保存・利己的
本音

理 性本 能

人は本能で行動する



15

１）「安全」と「安心」とは？

２）「食品不信」の時代？

３）誰が不信を作り出したのか？

４）原因が分れば対策はできる！

５）「神風」が時代を変える？

安全は健康対策・安心は売り上げ対策

アンケートと消費行動のどちらを信じるのか？
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食品安全委員会モニター調査

食品の緊急事態が発生したときに
最も信用できる情報源

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

新聞

テレビ・ラジオ

政府広報HP
大学HP
雑誌

メーカーHP
小売店

その他

なし

無回答

77.6％
59.3％

49.2％
32.7％

7.8％
5.9％

5.3％
7.0％
7.7％

0.2％

情報
は

新聞
とテ
レビ
から
！
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直感で答える
20代男性 72％
30代女性 80％
平均 60％
60代以上 40％

誰に誘導されて
いるのか？
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安全神話崩壊のパラドックス―治安の法社会学

河合幹雄（2004）岩波書店

新聞記事をきっちり読み返してみると，驚くほど冷静に書かれてい
る。主要新聞は，犯人の凶悪化をことさらに述べることは皆無と
いってよい。

しかしそれでも，犯罪情勢は悪化しており，厳罰化の流れがあるか
のような印象を抱かされるのは，記事の「見出し」のせいである。加
害者を死刑にして欲しいといったような被害者の心情の吐露がそ
のまま見出しになってしまい，それが，「センセーショナルな犯罪報
道から厳罰へ」という印象をつくりあげている。

また，記事では殺人は減少しているなどの正しい記述があるもの
の，見出しでは検挙率の低下を強調するなどして，誤ったイメージ
を伝えている。（要約）



19

全頭検査の知識?
--------------------------------------------------------------------------------------

全頭検査を継続すべき 63％
見直してもよい 29％
2004年10月 埼玉県の調査

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

全頭検査を正しく理解している人 8％
全頭検査を実施していることを知っている 80.3％
と殺牛を検査することを知っている 30.3％
脳を検査することを知っている 28.7％

脳の病原体を調べることを知っている 19.7％
2004年11月 日本フードサービス協会の調査

誤解：月齢にかかわらず検査をすればBSEは必ず見つかる
誤解：若牛は発見の可能性が低いが、高齢牛なら見つかる

⇒ 検査は安全対策の決め手！



20

毒入り餃子事件
●中国製冷凍ギョーザで食中毒、千葉と兵庫で３家族１０人 （01/30）
都の検査では薬物検出せず…中国製ギョーザ （01/30）
中国製ギョーザ、回収６袋の包装外側から殺虫剤…兵庫 （02/03）
今度は殺虫剤「ジクロルボス」、日生連のギョーザから検出 （02/06）
新たに「手作り餃子」４袋から微量のメタミドホス検出(02/09) 
未調理品１個からジクロルボス検出 福島県警(02/09) 
昨春製ギョーザ袋からも薬物検出 徳島の生協回収分(02/10) 
メタミドホスを新たに１６袋から検出 ギョーザ中毒事件(02/12) 
業務用冷凍ギョーザから微量メタミドホス 残留農薬か(02/14) 
徳島のジクロルボス検出、店舗内使用の防虫剤とほぼ特定 （02/14）
さらに微量のメタミドホス 大阪の商社輸入の餃子フライ(02/16) 
「ニラ海老まん」からもメタミドホス 生協が発表(02/20) 
餃子袋から新たな農薬 みやぎ生協回収、パラチオンなど(02/20) 
中国製の冷凍とんかつ、殺虫剤「ホレート」検出 （02/21）
「手作り餃子」２袋からメタミドホス 日本生協連が回収(02/21) 
ジクロルボス、中国製冷凍天ぷらから ユーコープ(02/24) 

ｰ 違反件数は検査件数に比例する ｰ

通
常
の
違
反
事
件

犯罪！

中国
野菜
輸入

44％減

2008.6.18日経

混
同
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報道が引き起こす不安

メディアは信頼され、世論を作る立場
・視聴率のために根拠が薄い危険情報を流す
・その結果起こる社会的混乱の責任を取らない
食の不安情報、中越沖地震の風評被害、、、、

企業はメディアの報道に過剰反応をする
自主回収、お詫び会見、お詫び広告、、、

これをみて消費者は企業不信を強める

メディアには結果を予測する想像力が必要
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１）「安全」と「安心」とは？

２）「食品不信」の時代？

３）誰が不信を作り出したのか？

４）原因が分れば対策はできる！

５）「神風」が時代を変える？

安全は健康対策・安心は売り上げ対策

アンケートと消費行動のどちらを信じるのか？

「世論」と「輿論」を取り違えた不幸
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食の安全を守るしくみ食の安全を守るしくみ
理想論と現実論の衝突理想論と現実論の衝突

リスク
管理者

事業者 消費者
行政

政治

リスク管理策

研究者

現実論現実論
実質安全実質安全

理想論理想論
絶対安全絶対安全

リスクコミュニケーション

メディア
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生産者・加工業者・小売業者 消費者
（事業者＝法令順守） 判断

１）関係者全員の目的共有と相互理解と信頼関係

２）食品供給者と消費者の健全な対立関係

３）メディア・リテラシー・真のリスク（現実）に注意

フードチェーン
信頼関係の輪

フードチェーン

健全な
対立

メディアの
大きな影響

食の安全を守る仕組み
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事業者団体

消費者
本能的リスク判断の偏り

絶対安全の理想論

危険情報重視

行 政
実質安全の現実論

リスク管理

説明のみ・主張はない

事業者
差別化情報

時に非科学的

メディア
選択・解釈・主張

危険・利益・不正情報重視

情報の不均衡

リスク判断のための情報
危険情報ばかりで安全情報がない！

消費者団体

安全を守る仕組み
＝全関係者の協力
＋理性的対立

法令順守

科学者
･非科学に無関心
･専門外は無知
・大局観の不足

教育界
･科学教育不足
･メディア教育不足
･食育の迷走

誤解の予防 誤解の補正
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１）「安全」と「安心」とは？

２）「食品不信」の時代？

３）誰が不信を作り出したのか？

４）原因が分れば対策はできる！

５）「神風」が時代を変える？

安全は健康対策・安心は売り上げ対策

アンケートと消費行動のどちらを信じるのか？

「世論」と「輿論」を取り違えた不幸

世論を誘導するメディアに働きかける
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受入れを決める２つの要素

自動車 死者年に７０００人

・反対ほとんどなし

米国産牛肉 死者ゼロ
原発 市民の死者ゼロ

・反対運動があるが、受入れも進んでいる

添加物・残留農薬・組み換え 健康被害無し
・反対運動が盛ん、受入れは進まない

違いの原因は
１）メリットの実感
２）政府の関与 リスクコミュニケーション不足

食品
照射

喫煙

安全性に問題あり

安
全
性
に
問
題
な
し



28

状況の変化
↓

報道の変化
↓

世論の変化

！神 風！
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2008.7.20 朝日新聞

状況の変化
↓

報道の変化
↓

世論の変化

！神 風！
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http://www.shoku-no-shinrai.org/


